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１．はじめに 

今日では都市内交通としての自転車利用が全国的

に見直され、自転車駐車場の整備のみならず自転車

の通行空間の整備も活発に行われるようになった。

例えば、福井県大野市では、平成 25 年 3 月には、福

井県内初となる自転車ネットワーク計画を盛り込ん

だ「大野市自転車を活用したまちづくり計画」を策

定した。 

そこで本研究では、大野市における自転車利用者

及び歩行者の通行実態を探るため、今後道路の再配

分により自転車専用通行帯が設置されるとともに歩

行者空間が拡充される予定である国道 476 号（通

称：六間通り）を通行する自転車利用者及び歩行者

を対象に調査員の目視による観測調査を行った。こ

れにより、今後の大野市における自転車・歩行者通

行空間の整備検討や交通安全教育の実施方法の検討

につなげるものである。 

２．調査の概要と調査対象道路の概要 

（1）調査概要 

調査は平成 25年 6月 3 日（月）の 7：00～19：00

に福井県大野市の国道 476 号を通行する自転車利用

者及び歩行者を対象として実施した。調査内容は、

通行位置に関する項目及び歩道内での自転車利用者

や歩行者の回避行動に関する項目である。調査方法

は、調査員の目視により直線的な一定区間長で対象

者の行動を観測し判定した。 

（2）調査対象道路の概要 

現在の国道 476 号周辺で、明治 21 年及び明治 32

年の二度に亘り大火が発生したことから、当該路線

の道幅を約 7.2mから大拡張し防火線とした。このこ

とから、現在の国道 476号の全幅員は図-1に示すよ

うに約 25m である。歩道は自転車通行可の規制がさ

れており、幅員は約 3.5mであるが、一定間隔に植樹

が１m幅で設置されている。車道は約 18mの幅員であ

り片側 2 車線で運用されている。一方、車道の幅員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が広いことから、歩道側の 1 車線及び路側帯は積雪

期に堆雪帯として利用されている。積雪期以外は写

真-１に示すように主に自動車が駐停車する空間と

して利用されている。また、一部の自転車利用者が

通行している。さらには、調査箇所の東側の道路に

は既に自転車専用通行帯が設置されている。 

３．調査結果  

（1）調査対象者の通行量と通行位置 

自転車利用者と歩行者の通行量と通行位置を表-1

に示すと、自転車の観測台数は 383 台であり、歩行

者の観測人数は 299 人であった。また、観測した自

転車の 66.8％にあたる 256 台が歩道通行であり、

33.2％にあたる 127 台が車道通行であった。年齢層

別にみた通行量では、自転車利用者及び歩行者とも

に高校生以下が最も少なく、高齢者が最も多かった。

キーワード 自転車、歩行者、通行位置、回避パターン 

連絡先 〒910-8505 福井市学園 3丁目 6-1 福井工業大学工学部 ＴＥＬ：0776-29-2574 （内 2550）

図-1 調査対象道路の断面構成 

写真-1 調査対象道路の状況 

歩行者
歩道通行 車道通行 合計 (100％) 歩道通行 (100％)

高校生以下 48(68.6％) 22(31.4％) 70 48
成人 84(64.1％) 47(35.9％) 131 115

高齢者 124(68.1％) 58(31.9％) 182 136
合計 256(66.8％) 127(33.2％) 383 299

自転車利用者

表-1 調査対象者の通行量と通行位置 
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（2）歩道内における調査対象者の通行位置 

歩道内における自転車利用者の通行位置を図-2、

歩行者の通行位置を図-3 に示す。まず、自転車利用

者の通行位置をみると、高校生以下と高齢者の通行

位置は、ほとんど同様な傾向がみられる。成人の通

行位置は他の年齢層と異なり、遵守通行である歩道

の中央より車道側を通行している割合が 63.1%であ

り他の年齢層に比べ高く、往来の割合は 1.2%であり

他の年齢層に比べ 10%程度低いものの、中央より民地

側を通行している割合は 35.7%と最も高い割合であ

った。歩道上では自転車が車道側を通行することを

考慮した場合、歩行者は民地側を通行することが望

ましい。これを踏まえ、民地側を通行している割合

に着目すると、年齢層が高くなるにつれて割合が増

加しており、特に高齢者は 59.6％と顕著に高いこと

が分かる。 

（3）歩道内における調査対象者の回避パターン 

歩道内での自転車利用者及び歩行者による回避パ

ターンを表-2に示す。全観測数は 29件、その内訳は

自転車対歩行者が 20 件、自転車同士が 4件、歩行者

同士が 5 件であった。自転車対歩行者の回避は 6 パ

ターン、自転車同士及び歩行者同士の回避は 1 パタ

ーンであった。自転車利用者は、歩行者に比べ自ら

回避を行う傾向にあり、特に自転車同士での回避は 4

件中 4件が相互回避であった。また、自転車対歩行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

者における回避パターンの通行位置は、双方が車道

側を通行していた場合が 6 件、双方が民地側を通行

していた場合が 12件、自転車利用者が民地側を通行

し歩行者が車道側を通行していた場合が 2 件であっ

た。 

４．おわりに  

 福井県大野市の国道 476 号を通行する自転車利用

者及び歩行者の通行実態に関する調査を行い、以下

の結果を得た。 

・ 自転車利用者が車道を通行する割合は 33.2％、歩

道を通行する割合は 66.8％であった。 

・ 歩道内での通行位置は、自転車利用者が車道側を

通行する割合は 57.3％～63.1％、歩行者が民地側

を通行する割合は 37.5％～59.6％であった。 

・ 歩道内での回避は自転車利用者が行う傾向にあり、

自転車同士では相互に回避することが分かった。自

転車対歩行者の回避は、自転車利用者が通行しなけ

ればならない車道側、歩行者が通行することが望ま

れる民地側の通行がされていない場合であった。 

 平成28年度には調査対象道路の整備が完了する予

定であることから、整備後に同様の調査を実施し整

備の効果を検証し、今後の整備課題を検討したい。 

謝辞：本研究は（社）交通科学研究会の平成 24年度研

究助成を受けて実施したものです。ここに記して謝意
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図-2 歩道内における自転車利用者の通行位置 

表-2 歩道内における調査対象者の回避パターン 
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図-3 歩道内における歩行者の通行位置 

（カイ 2 乗検定：χ2 =20.22 自由度=4  p<0.01） 

 

（カイ 2 乗検定：χ2 =9.42 自由度=4  p<0.05） 
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